
CSRマネジメント

ステークホルダーの
信用・信頼

（グローバル
企業集団として）

当社は、CSRの重点推進項目として、「持続的成長の基盤・基礎となる分野」「より良き企業市民としての役割」における
8項目に取り組むことで、住友電装グループの「ありたい姿」を実現していきます。

世界同一最高品質
世界同一最高品質を提供するグローバル企業集団

信頼、親しみ、身近
ステークホルダーから信頼され、 親しまれ、

身近に感じられるグローバル企業集団

地域とともに生きる
地域に根ざし、地域とともに生きるグローバル企業集団

CSRを通じて住友電装グループが「ありたい姿」CSR重点推進8項目

地球環境保全

地域社会への貢献

品質管理
世界同一最高品質の実現

明るく活力溢れる
職場づくり

ガバナンス体制の
強化・推進

リスク管理体制の
整備・強化・推進

安全衛生
労働災害撲滅に
向けての取り組み

コンプライアンス
体制の強化・推進

住友電装グループのCSR

住友電装
行政

（政府・
自治体）

社員

お取引先 お客さま

地球環境
地域社会
NPO／
NGO

各国の政府・自治体は、管轄を受ける
とともに製品・サービスを提供する
お客さまでもあります。

〈課題・要請〉
● �法規制・行政指導などの遵守
● 税金の納付

〈対話方法〉
● 業界団体を通じた対話
● �各種届出、調査・アンケートへの回答

すべての社員が尊重し合える、
明るく活力溢れる職場をめざします。

〈課題・要請〉
● �人権を尊重した職場づくり
● 多様な人材の活用
● �仕事と生活を両立しやすい職場風土づくり
● �キャリアに応じた能力開発

〈対話方法〉
● �活き活き職場 

推進活動
● イントラネット

● グループ報
● タウンミーティング

豊かな社会の実現に向けて、環境保全を
積極的に配慮した事業活動を展開します。

〈課題・要請〉
● �温室効果ガス排出量
の削減

● �省エネ、リサイクルの
推進

● �廃棄物量削減

〈対話方法〉
● �国・地方公共団体など
の環境規制の遵守

● �PDCAに則った環 境
保全活動

より良き企業市民の一員として、
各国の地域社会の発展に貢献します。

〈課題・要請〉
● �文化や慣習の尊重、
地域社会の発展への 
貢献

● �事故災害の防止、 
環境への配慮

〈対話方法〉
● �社員の地域貢献活動
（国内外）
● 工場見学、行事の開催
● �地域振興、伝統芸能の
継承

事業活動における貴重なパートナーとして、
オープンかつ公平、公正な取引を推進しています。

〈課題・要請〉
● 公平・公正な取引
● 人権の尊重

〈対話方法〉
● 調達活動
● 取引先調査
● �グローバル・サプライ 
ヤーズ・ミーティング

自動車用ワイヤーハーネスを核として、世界中の
お客さまに製品・サービスを提供しています。

〈課題・要請〉
● �安全かつ高品質な 
製品・サービスの提供

● �お客さま満足度の向上
● �製品に関する正確・ 
適切な情報提供

〈対話方法〉
● �営業活動を通じての 
対話

● WEBサイト
● 展示会

ステークホルダーとのかかわり

09 住友電装 CSR Report 2019



SDGsへの取り組み

「持続可能な開発目標（SDGs）」は、2015年9月に国連持続可能な開発
サミットにおいて採択され「2030アジェンダ」に盛り込まれた“2030年
までに人類が達成すべき17の目標（GOALS）と169のターゲット”です。
2016年から2030年まで、すべての国連加盟国において、官（政府）民

（企業・市民）が連携して目標達成に向けて努力することが求められてい
ます。当社グループにおいても、事業活動を通じて社会課題の解決に取り
組む中でSDGsの達成に向けて貢献していきます。

2010年5月に設置した、総務担当役員を委員長とするCSR委員会を中
心にグループ横断的なCSR活動を進めています。CSR委員会では、グルー
プの活動報告・レビュー、今後の展開についての支援・指導などを行って
います。CSR委員会の活動の中には、ステークホルダーの皆さまに広報・
広聴活動を行う役割もあり、そこで得たニーズに応えられるよう取り組ん
でいます。

CSR推進体制
ステークホルダー

CSR委員会

各担当部門

常務執行役員会

広聴活動 広報活動

情報共有 活動報告

指示・指導 報告

● コンプライアンス
● 安全衛生
● 環境保全
● 人材開発

● 調達
● リスク管理
● 品質管理

● 人事
● 品質改善
● 社会貢献

▶︎ CSR推進体制

カンボジアは、過去の内戦や貧困などを背景に学校教育
が十分に機能しない時期が続きました。また、農業が基幹
産業であり、人々が集団や組織の中で生活する経験が少な
かったことなどから、会社組織として事業を安定的に推進
するためには社員の基礎学力・知識の向上は必要不可欠な
ものでした。

ワイヤーハーネスの製造を行うSumi（Cambodia）Wiring 
Systems Co., Ltd. （SCWS）には、新入社員向け教育を行
う社内学校「SOK SABAY SCHOOL」があります。2013
年に開校し、社会人としての基礎知識であるビジネスマナー
やチームワーク形成のほか、読み書き、算数など基礎学力
向上を図るプログラムを提供してきました。

現在、SCWSで働く現地社員はすべて「SOK SABAY 
SCHOOL」の卒業
生 で、 優 秀 な メ ン
バーは工場のライン
リーダーとなって活
躍しています。新入
社員の定着率も開校
前に比べて大幅に上

昇したことで、品質・生産性の向上、事業・業績の拡大に大
きく寄与しています。そのことが従業員の安定収入にもつな
がります。また、現地では職場環境や福利厚生についても高
い評価を受けています。

こうした役割を果たしてきた「SOK SABAY SCHOOL」
は変化を迎えています。カンボジアでは若年層を中心に識字
率が向上するなど、基礎教育レベルがあがってきたこともあ
り、教育カリキュラムを見直して、現在は社会人としての心
構えやスキルを習得する場、日本でいえば新入社員研修と同
様の役割を果たすようになっています。このような教育の機
会提供がSDGsゴール4「質の高い教育をみんなに」につな
がります。ひいてはそれが、福利厚生の充実や働きがいのあ
る安定した雇用を生み出し、結果として事業の成長を実現す
るとともに、カンボジア全体の経済成長に貢献（SDGsゴー
ル８「働きがいも 経済成長も」）できると考えています。

住友電装グループは、組織の一員として働き、成果をあげ
る人材は、これからの国の発展を担う存在だと考えていま
す。私たちが事業を通して行う人材育成が、カンボジアの産
業発展・貧困削減・国力向上などSDGsの達成にもつながる
ものと信じて、今後もその責任と役割を果たしていきます。

事業を通じたカンボジアへの貢献　～変化する人材育成の取り組み～TOPIC
見据えるSDGs
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国際連合広報センター／2030アジェンダ
http://www.unic.or.jp/activities/economic_social_development/sustainable_development/2030agenda/




